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【展覧会概要】 

 根付は、印籠や煙草入れなどの小物を腰から下げるための留め具です。着物の帯に自由に脱着できるように工

夫され、江戸時代の日本で独自の発達をしました。しかし明治維新後、洋装が普及すると実用品としての需要は

激減します。一方、海外では、美術品としての価値が高く評価され、多くの根付が博物館や個人によってコレク

ションされました。 

 高円宮妃久子殿下は、1970年代に英国で学生生活を送る中でそのようなコレクションに接し、根付の蒐集を始

められました。そして1984年、高円宮憲仁親王殿下とのご結婚に際し、久子殿下が受け取られた最初のプレゼン

トは根付でした。憲仁親王殿下が根付の美に共感されたためです。根付は、高円宮家のご家族の絆を結ぶ大切な

存在となります。2002年、憲仁親王殿下が薨去されるまで蒐集された根付500点は、現在、東京国立博物館高円宮

コレクション室で展示され、世界でも有数の根付コレクションとして人気を博しています。 

 本展では、高円宮妃久子殿下の手元に残された根付と現在も続けられているコレクションから、選び抜いた根

付約200点と憲仁親王殿下の遺愛のカメラで写真家としてスタートされた久子殿下による写真約40点を展示いたし

ます。ご公務や私的な旅の合間に、根付を風景の中に配して撮影された写真は、作品への深い理解と愛情があふ

れ、根付の魅力を倍加させてくれます。 

そこからは、岡倉天心『茶の本』のキーワードである「同情（sympathy）」を深く感じることができます。出

版されてちょうど120年目となる『茶の本』で、天心は「美術鑑賞に必要なのは、魂と魂が交換し合う場ですが、

それは、お互いに譲り認め合うことから始めなければなりません」と述べています。この言葉は、今日の世界の

状況下でこそ生きてくるのではないでしょうか。本展が、根付とその写真の魅力的な世界を通して、『茶の本』

の理念を再確認する機会となれば幸いです。 

 

 

 

 

 

高円宮妃久子殿下根付展実行委員会主催 

高円宮妃久子殿下 根付コレクションと写真展 

「旅する根付」－『茶の本』120年目の夏に 

 

森 謙次「天上蛙」 ご撮影：高円宮妃殿下 

《問い合せ先》   

高円宮妃久子殿下根付展実行委員会 

茨城県天心記念五浦美術館    〒319-1703 茨城県北茨城市大津町椿2083   

TEL:0293-46-5311 FAX:0293-46-5711 
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平素より当館の事業にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

標記の件につきまして、本書のとおりご案内申し上げます。 

 

１ 展覧会概要 

展覧会名：「高円宮妃久子殿下 根付コレクションと写真展 

「旅する根付」－『茶の本』120年目の夏に」 

会  期：2026年８月４日[火]～８月 15日[土] ※最終日は午後２時まで 

休 館 日：月曜日 

開館時間：午前９時 30分～午後５時（入場は午後 4時 30分まで） 

 会 場：茨城県天心記念五浦美術館 展示室 B・C 

 主  催：高円宮妃久子殿下根付展実行委員会 

会長 藤本貫大、副会長・事務局長 鈴木誉志男 

会員 阿部真也、雨谷精一、小泉晋弥、田山興誠 （50音順） 

 入 場 料：一般1000（800）円、満 70歳以上 500（400）円、高校生 700（560）円、小中学生 300

（210）円※（ ）内は 20名以上の団体料金 

※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳又は指定難病特定医療費受給者証等を

ご持参の方および付き添いの方は１名無料 

出 品 数：高円宮妃久子殿下撮影写真 約40点、現代根付 約200点、『茶の本』 約20点 

主な出品作品： 

高円宮妃久子殿下ご撮影の根付 

作者 タイトル 根付の素材 

北澤泉水 トルコのTea-Party（左） 

インドのTea-Party（右） 

半磁土 

森 謙次 天上蛙 鹿角、白蝶貝、水牛角 

前田 中 暮秋 鹿角 

高山ケンタロー Gecko on a Mushroom ボロシリケイトガラス 

田中圓照 福禄寿 黄楊、ヘゴ 

岩田知幸 猫の芸妓 黄楊、べっ甲 

根付（上記以外） 

阿部賢次 十二神将 午 象牙 

桜井一桜 うたたね 象牙 

青木光行 ふたり 象牙 

マイケル・バーチ オランダ人 河馬歯、水牛角、セイウチ骨 

佐々木泰宏 一眼レフカメラF 鹿角 

 

 

２ 本展のみどころ 

（１）高円宮憲仁親王殿下と久子殿下を結びつけた根付を展示 

高円宮憲仁親王殿下から久子殿下への最初のプレゼントである根付「十二神将の午」を始め、根付コレク

ション約 200点を展示します。 

（２）高円宮妃久子殿下ご撮影の写真「旅する根付」を展示 

高円宮妃久子殿下がご公務や私的な旅の先々で、根付を風景の中に配して撮影された「旅する根付」の写

真、約40点を展示します。また、会場内では300点以上の画像をプロジェクターで表示します。 

（３）岡倉天心『茶の本』の言葉で根付を鑑賞 

 今年120周年を迎えた『茶の本』は芸術鑑賞についての本です。初版本から最新の日本語訳まで20冊以上

の本とその言葉を展示し、根付を鑑賞する新たな視点を提供します。 
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３ 広報文 

（１）根付は、印籠や煙草入れなどの小物を腰から下げるための留め具です。明治維新後、その価値が高く評価

され、多くの根付が海外に渡りました。高円宮妃久子殿下は、1970年代に英国でそのようなコレクション

に接し、蒐集を始められました。1984年、高円宮憲仁親王殿下とのご結婚に際し、殿下からの最初のプレ

ゼントは根付でした。2002年、憲仁親王殿下が薨去されるまで蒐集された根付500点は、現在、東京国立

博物館で展示されています。本展では、高円宮妃久子殿下のコレクションから根付約200点と旅の合間に

久子殿下が撮影された写真約40点を、『茶の本』の岡倉天心の言葉とともに展示します。    （284字） 

 

（２）根付は、印籠などの小物を下げる留め具です。高円宮妃久子殿下は、英国で根付に接し蒐集を始められま

した。1984年、高円宮憲仁親王殿下とのご結婚に際し、殿下からの最初のプレゼントは根付でした。本展

では、高円宮妃久子殿下のコレクションから根付約200点と久子殿下が撮影された写真約40点を、『茶の

本』の天心の言葉とともに展示します。                        （163字） 

 

（３）根付は、印籠や煙草入れなどの小物を腰から下げるための留め具です。本展では高円宮妃久子殿下のコレ

クションから根付約200点と旅の合間に久子殿下が撮影された写真約40点を、『茶の本』の言葉とともに

展示します。                                     （102字） 

 

 

４ 会期中のイベント 

（１）特別内覧会・レセプションに、参加者を募集します。（先着 50名） 

  ※７月29日[水]午前 10時受付開始（天心記念五浦美術館 HPから受付） 

詳細は HPにてご確認ください。 

＜特別内覧会＞ 

日 時：2026年８月10日[月] 午後２時～午後３時（受付：午後１時～） 

会 場：茨城県天心記念五浦美術館（茨城県北茨城市大津町椿2083）B・C展示室 

＜レセプション＞ 

日 時：2026年８月10日[月] 午後５時～午後６時30分（受付：午後４時30分～） 

会 場：ホテル・テラス・ザ・ガーデン水戸（水戸市宮町1－7－20）３階 シーブリーズ 

 

（２）特別講演会「根付―手のひらの小宇宙」 

講 師：高円宮妃久子殿下 

日 時：2026年８月11日[火・祝] 午前10時30分～ 

会 場：ホテル・テラス・ザ・ガーデン水戸（水戸市宮町1－7－20）３階 シーブリーズ 

その他：入場無料 ※展覧会チケットの提示が必要です 

定 員：300名［要事前申込・先着順］ 

詳細は HPにてご確認ください。 

 

５ その他 

〇重要文化財 聖徳太子像（天心ゆかりの像）の特別開帳 

日 時：８月６日[木]～８月11日[火・祝] 午前10時～午後４時 

会 場：善重寺（水戸市酒門町2096-2） 

問い合わせ：029-247-5057 
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【広報用図版】 ※表紙の画像も提供可能です。  

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

桑原 仁「あじさい」 岩田知幸「猫の芸妓」 

田中圓照「福禄寿」 

北澤泉水「トルコのTea-Party（左） 

     インドのTea-Party（右）」 

高山ケンタロー「Gecko on a Mushroom」 

※掲載画像には、根付の作者名と題名とともに、全て 

「ご撮影：高円宮妃殿下」と入れてください。 

※図版使用に際しての注意
  
・展覧会の紹介を目的とする内容にのみご使用願います。 
・図版への文字乗せ、トリミング等の一切の加工はご遠慮ください。 
・図版使用の際は必ずキャプションを明記してください。 
・図版はデータでの提供となります。 
広報担当（kouho-tmi@tenshin.museum.ibk.ed.jp）まで連絡してください。 

mailto:kouho-tmi@tenshin.museum.ibk.ed.jp

